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９月のおたより - 本校の研究活動について -
２学期になり、学校は再び活気に溢れています。２学期は夏の終りから冬の初めまで３つの季節
にまたがる長い学期です。幼児児童生徒の皆さんは、毎日元気に登校し生き生きと学校生活を送っ
ています。学校では、様々な学習活動や行事が計画されています。とても楽しみですね。
今号では、学校生活の柱である教育活動の基となる学校研究について特集します。大塚特別支援
学校は、文部科学省から４年間の研究開発学校として指定を受けました。これまで取り組んできた
国語や算数・数学に続き、これからは知的障害特別支援学校の社会科の学習について、各方面と連
携しながら深めていきます。本校の研究開発は、研究部というセクションが牽引しています。各学
部の代表と部長（研修主任）で構成され、日々研究の内容や方法について検討・協議し、全校の取
り組みを整理統合しています。研究部の先生方に、研究開発の概要と、本校の今後の取り組みにつ
いて紹介していただきます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

佐藤義竹（教務主任・研究主任） 

 日頃より学校研究に対しても温かなご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。保護者の皆さまのサポートを

いただくことで、学校研究も少しずつ積み重ねることができています。 

 さて今年度より本校では、文部科学省研究開発学校の指定を受けた学校研究（4 年間計画）への取り組みをスタート

しました。これまであまりお伝えできなかった研究について、この機会を通してお伝えできればと思います。 

 

  
 
 
 
 研究開発学校とは、文部科学省より右記のように説明されて

います。普段学校では、学習指導要領に基づいて計画的に授

業を実施しています。研究開発学校の指定を受けた学校は、独

自に考える課題を設定し、様々な実践を通してその課題解決を

図る仕組みです。ただし、全く新しい課題を設定し自由に教育実践を行うことができる…ということではなく、これまでの

実践と課題をしっかりと踏まえ、これから先の教育を考える有益な実践である必要があります。 

 

 

 

 

 

 2021 年度時点で本校に先行して取り組んでいる学校は次ページの図の通りです。 

 2021 年度をもって最終年次を迎えた学校もありますが、本校のように 2022 年度に新たに指定を受けた学校も含め

るとおよそ 30 数校がこの制度に取り組んでいます。 

 文部科学省文部科学統計要覧（令和 2 年版）※によると、全国の学校数は５６，９１２校に及ぶそうです。要覧は大学等

も含む数ですので、あくまでも参考ですが、大学等を除くおよそ５０，０００校あるうちの３０数校が研究開発学校制度（以

下“制度”）に取り組んでいるという見方もできます。 

また、特別支援学校については、全国にある特別支援学校１，１４６校（要覧より）のうち、制度に取り組んでいる学校 
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は本校も含めて現在は４校となっています。制度への応
募はもちろん学校任意ですし、学校によっては他の文部
科学省の研究事業に取り組んでいる学校もありますので、
あくまでも参考程度として考えていただければと思います。
一方でこのように分析すると制度に取り組む学校への期
待と責任は大きいものであると感じています。 
 
※文部科学省「文部科学統計要覧（令和２年版）１．学

校教育総括」 閲覧（２０２２/9/14） 
 
 
 
 
 
 
 制度の趣旨や教育分野のニーズ等を踏まえて、本校の研究開発課
題（テーマ）を右記の通り設定しました。 

学習指導要領の改訂、インクルーシブ教育の進展等に伴い、児童
生徒一人一人に応じた学習に関する内容面・環境面等が整えられ
てきています。その中の課題の一つとして、「学びの連続性」というこ
とが挙げられています。小学校、中学校、特別支援学校と、それぞれ
の学びの場の良さを活かしながら、どのような教育課程等であれば、
子どもたちの学びの連続性にアプローチできるか？といったことにつ
いて実践とともに考えていきます。 

また、特別支援学校における教科学習のニーズが高まっているこ
とも背景の一つにあります。その中でも、これまでの動向から、本校では生活科・理科・社会科を対象教科としました。学
習の主役である子どもたちにとって、分かりやすく進んで学ぶことのできる教科学習の在り方も発信していきたいと考え
ています。 

 
 
 
 
 私たち大人が「教科学習」や「生活科・理科・社会科」の授業をイメージすると、難しい内容や専門的な用語が思い浮
かぶかもしれません。でも、学校研究や実際の授業ではそのようなことはなく、子どもたちを第一に考えて授業を計画し
ていきます。特別支援教育の理念や学校教育目標等を土台にして、一人一人の豊かな学びの実現に向けて全校で取り
組んでいきます。ぜひご安心ください。 
 
 
 
 
夏休み期間に 2 日間の研修会を実施しました。講師の先生から、様々な指導助言をいただくことで、授業のイメージ

を具体化することができました。これからも、私たち教員も学び続けていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
研修会もオンラインや対面を状

況に応じて使い分けながら実施し
ました。不安定な状況が続きます
が、これからもご理解とご協力をど
うぞよろしくお願いいたします。 


